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日本版バッテリーパスポート
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電池製造資源 精錬 車両製造

再精錬

材料製造

設備製造

リユース

ブラックマス
市場

取組１ 安定した資源・精錬の確保

・Li,Ni等の確保に向け取組中

⇒安定したSCの構築の加速が必要

支える

土台

焙焼処理

取組６ 電池価値向上に向けた情報流通整備

・電池情報流通         運営組織ABtCへの参画

・日本版電池パスポートの仕様案を確定

取組５ ブラックマス流通の促進

①        分類案作成と国内業界合意完了

⇒現在、米韓欧と議論を実施中

② 輸入手続きの簡素化のための
HSコード統一に向け国内合意形成中

取組３ 電池・部素材・設備製造への積極投資

・目標150GWhに対し120GWhまで進捗

⇒海外も含めた引き続きの投資の促進が必要

取組２ 電池製造設備の競争力向上

・設備ガイドライン作成は順調に進捗

⇒更なる競争力向上に向けた取組や
業界構造変革については今後検討

取組４ 中古車・リユース電池の

国内流通促進

・電池価値の見える化をし、
中古電池の循環を図る事業実証に着手
(中古BEV保証・小型      等)

⇒効果確認と日本版電池パスポート
への反映

取組７ 電池人材育成・確保スキームの構築

・産学官でカリキュラムを作成し、高校・高専等25校で授業実施

⇒関西蓄電池人材育成等コンソーシアムの全国展開を推進

・電池講習会新規参入の後押し（5都市、計138社参加）

・CEATECによる電池業界認知向上、JobFairの実施

BaaS拡大TF

電池デジタルスキームTF

設備SC強化TF電池資源戦略検討TF

標準化推進WG

電池情報流通によるリユース・リサイクル促進、資源の国内還流

• 環境対応のEVの普及を後押しし、中古車の海外流出を抑制しつつ資源を国内還流させるためには、

電池価値の見える化・流通が必要
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中古BEVの電池性能保証の事業実証
（R6年度 経済産業省 補助事業）

①売却金額の変化 ②売却先の変化

従来 今回
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国内事業者 海外事業者

相場平均※1との値差

＋178千円

(14台) (11台)

＋45千円

（千円）

相場平均

OBD情報取得の風景

① オークション会場（USS）にて中古リーフ25台を落札

② １台ごとにOBDより手動で「SoH」などの情報を取得

③ 将来性能を予測し、保証対象可能かを見極め

④ 保証をつけて再出品 → 販売傾向を検証

計25台

結果

実施内容

オークション会場(USS東京） 会場での掲示板

国内
ﾌﾞﾛｰｶｰ

56%海外ﾌﾞﾛｰｶｰ

約80%

海外
ﾌﾞﾛｰｶｰ

44%

国内
ﾌﾞﾛｰｶｰ

約20%

国内ﾌﾞﾛｰｶｰ 海外ﾌﾞﾛｰｶｰ

国内還流促進の効果あり保証付は約18万円（約２０％）高い値付け
※R6年度補助事業では中古BEV車載電池を解体し、小型モビリティ用に転用した際の事業性検証も実施→技術面、事業性検証の両面で、鉛電池のリユースよりも合理性が高いことが検証された
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電池エコシステム内で流通が必要な電池情報
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•流通が必要な電池情報は最低限共有すべき個体識別情報と各社が保持する価値情報

2024.9.6 経団連モビリティー委員会 官民勉強会資料



電池パスポートの情報ネットワーク構築と
日本版電池パスポートのユースケースの検討

66

：各産業ごとのアプリ/IF

：各プレイヤーとシステム

：データの流れ

・情報ネットワーク構築によりスピーディ、工数低減した情報取得が可能に

・拡張性の高い柔軟なシステム構成を目指し、関連事業者間の連携を密に推進

将来の日本版電池パスポートのシステムイメージ図

【小型モビリティ】 ※小型モビリティメーカー
・車載LiB転用事業化に向けた
電池情報〜解体/調達のデータ連携(アプリ)

【定置蓄電装置】 ※商社等
・車載LiB転用事業化の情報流通要件定義

今後検討するユースケース案②

【中古車・リース】
※OEM、セルメーカ、リース会社、保証会社
・電池情報取得・診断のデータ連携(アプリ)
・保証高度化（BEVリース商品化）

今後検討するユースケース案①



参考資料
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ブラックマス流通加速に向けた取組み

・進捗状況：既存HSコード統一について日韓合意に向け議論中（25年3月目標）

HSコードにおける課題 要因

BM輸入時の有害物証明による
手間とコスト負担

LiBブラックマス専用のHSコードがないため、
非有害物証明が必要となり輸入手続が煩雑

BMの流通実態が見えない HSコード使用ルールがない為、BMが複数HSコードで流通している

【 HSコードの対応方針案】
1. LiB BMを廃棄物から資源扱いにする
2. LiB BMの中から特定有害物（バーゼル法対象）と区分できるようにする
3. 今後流通量拡大が見込まれるLiB BM専用のHSコード新設を検討する
⇒ HSコード新設に向けて日韓政府と連携が必要
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焙焼～数100℃加熱

非焙焼

黒鉛の一部・液・セパ→CO2
乾式・高温焙焼＞数100℃加熱

バージン材よりも
低コスト&低CO2

バージン材

低CO2、低コストの技術開発が必要

低コスト＆低CO2 リサイクル技術開発

• 将来の競争力のある再精錬工場の国内立地を目指した低コスト＆低CO2 リサイクル技
術技術開発が必要

黒鉛・液・セパ→CO2
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